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柏 崎 刈 羽 原 子 力 発 電 所 の �

透 明 性 を 確 保 す る �

地域の会�地域の会�
第 3 1号�
平成20年10月3日発行�

　柏崎刈羽地域では、現に存在する原子力発電所と対峙して生活せざるを得ません。

それが事故無く稼動することは、個々の考え・主張の如何によらず、住民の最低かつ

共通の思いです。�

　「地域の会」では、発電所そのものの賛否はひとまず置いて、安全運転に係る事業者

や行政当局の必要にして充分な情報提供に基づき、発電所の安全について状況を

確認し、地域住民の素朴な視線による監視活動を行うとともに、必要な提言を行う

ことを目的に、平成15年5月に発足、設置趣旨に沿った様々な活動を行っています。�

①会員は、柏崎市、刈羽村に在住し、会が認める各種団体および地域の
推薦を受けた24名の委員で構成。任期は2年。�

②会の任務：（1）原子力発電所の運転状況及び影響等の確認・監視�
　　　　　（2）事業者等への提言�
　　　　　（3）会での議論、活動等の住民への情報提供�
　　　　　（4）委員の研修�
　　　　　（5）その他会の目的を達成するために必要と認められる事項�

③県、市、村、国、事業者はオブザーバー、又は説明者として出席�

④会議の種類：定例会（毎月1回）�
　　　　　　臨時会（必要に応じ開催）�
　　　　　　※会は、原則すべて公開。�

地域の会 概要�
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柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会（「地域の会」）�
�



2

地
震
後
の
原
子
力
発
電
所
の
安
全
、安
心
に
つ
い
て
意
見
交
換
�

61今
回
の
定
例
会
は
、
地
震
後
の
原
子
力
発

電
所
の
安
全
・
安
心
に
つ
い
て
を
中
心
に
、

委
員
同
士
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
�

���・
保
安
院
は
、
原
子
力
発
電
所
の
定
期
検
査

の
間
隔
を
延
長
す
る
方
針
と
聞
く
が
、
地

元
住
民
や
自
治
体
の
理
解
が
得
ら
れ
た
の

か
疑
問
。
地
域
の
会
と
し
て
議
論
し
意
向

を
ま
と
め
、
国
に
提
言
し
て
は
ど
う
か
。
�

・
原
子
炉
事
故
の
危
険
性
が
高
い
の
は
、
起

動
時
と
停
止
時
と
理
解
し
て
い
る
。
稼
働

時
の
点
検
は
安
全
な
も
の
は
良
い
と
思
う
。
�

・
地
域
の
会
は
、そ
れ
ぞ
れ
委
員
の
考
え
が
違

う
の
は
当
然
で
、
各
自
が
意
見
を
述
べ
問
題

を
明
確
に
し
て
行
け
る
。
地
域
の
会
で
は
、
地

域
住
民
の
安
全
を
担
保
す
る
、
前
向
き
な
議

論
を
重
点
的
に
す
る
べ
き
だ
。
�

・
最
近
の
地
域
の
会
は
、
地
震
や
地
形
・
地

質
に
関
す
る
議
論
が
大
変
多
い
が
、
そ
ろ

そ
ろ
視
点
を
変
え
、
地
球
温
暖
化
や
日
本

の
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
、
そ
し
て
、
そ

れ
ら
と
柏
崎
と
の
関
係
な
ど
、
広
い
ス
タ
ン

ス
で
原
子
力
の
勉
強
を
し
た
い
。
�

��・
フ
ラ
ン
ス
は
地
震
が
少
な
い
の
に
地
震
研
究
の

先
進
国
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
日
本
も
更

に
研
究
を
推
進
し
、
地
震
予
知
を
具
体
化
し

て
ほ
し
い
。
�

・
原
子
力
発
電
は
、
国
策
だ
か
ら
安
全
だ
と

言
わ
れ
て
き
た
が
、
東
京
電
力
の
ト
ラ
ブ
ル

隠
し
で
、
地
域
の
会
が
発
足
し
た
経
緯
を

考
え
れ
ば
、
原
子
力
発
電
所
が
安
全
だ
と

そ
の
ま
ま
信
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
�

・
原
子
力
発
電
所
は
必
要
だ
。
東
京
電
力
は

不
祥
事
を
起
こ
し
た
当
時
に
比
べ
る
と
、
改

善
に
よ
り
情
報
の
公
開
は
非
常
に
進
ん
で
来

た
。
東
京
電
力
と
国
に
は
、
原
子
力
発
電
所

の
再
稼
動
の
た
め
、
安
全
・
安
心
を
得
る
よ
う
、

一
層
の
努
力
を
し
て
も
ら
い
た
い
。
�

・
原
子
力
発
電
は
地
球
温
暖
化
の
抑
止
力

に
な
る
。
一
つ
ひ
と
つ
の
問
題
を
地
道
に
解

決
し
て
行
く
こ
と
が
、
不
安
を
徐
々
に
解

消
す
る
も
の
だ
。
�

・
柏
崎
刈
羽
に
原
子
力
発
電
所
が
あ
る
と
い

う
現
実
を
受
け
止
め
て
行
く
こ
と
が
課
題
。

東
京
電
力
は
、
私
達
が
大
丈
夫
だ
と
思
え

る
く
ら
い
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
そ
の
努

力
の
跡
も
見
え
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
�

・
中
越
地
震
、
中
越
沖
地
震
と
続
き
、
当
然

地
域
の
会
も
地
震
に
関
す
る
事
柄
に
割
く

時
間
が
多
か
っ
た
。
個
人
的
に
は
国
、
東
京

電
力
双
方
の
対
応
は
評
価
し
て
い
る
。
ご
ま

か
し
が
あ
れ
ば
検
証
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
る
。
人
を
信
じ
な
い
限
り
世
の
中
は
成

り
立
た
な
い
。
東
京
電
力
に
も
国
に
も
更
に

誠
意
を
持
っ
た
対
応
を
望
む
。
�

・
耐
震
信
頼
性
の
実
証
試
験
場
は
重
要
で
、

必
要
な
施
設
だ
。
廃
止
さ
れ
た
と
聞
い
て

驚
い
た
。
�

��・
柏
崎
地
域
の
地
質
な
ど
を
勉
強
し
、
柏
崎

地
域
が
日
本
で
最
も
地
震
の
危
険
性
が
高

い
所
の
ひ
と
つ
で
、
軟
弱
な
地
盤
で
あ
る
こ

と
を
知
っ
た
。
原
発
立
地
に
は
悪
条
件
が

重
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
�

・
日
本
は
ど
こ
で
も
地
震
が
起
き
る
が
、
原

子
力
発
電
所
を
全
部
止
め
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
と
思
う
。
今
ま
で
の
震
災
の
デ
ー
タ

を
生
か
し
、
原
子
力
発
電
所
の
建
物
や
設

備
の
安
全
を
確
保
し
た
上
で
、
環
境
に
良

い
こ
と
も
合
わ
せ
、
日
本
の
原
子
力
政
策
の

推
進
方
法
を
考
え
て
ほ
し
い
。
�

・
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
は
、
中
越
沖

地
震
で
設
計
値
を
大
き
く
超
え
る
揺
れ
を

受
け
た
が
、「
止
め
る
、
冷
や
す
、
閉
じ
込
め

る
」の
機
能
が
き
ち
ん
と
働
い
た
か
ら
、
耐

震
補
強
を
し
て
、
動
か
す
と
い
う
考
え
方
で

良
い
の
か
。
不
安
で
あ
る
。
�

・
想
定
を
超
え
る
地
震
が
起
き
た
こ
と
は
事

実
だ
が
、
原
子
力
発
電
所
は
、
安
全
に
止

ま
っ
た
。
地
盤
問
題
に
関
し
て
は
専
門
家
の

議
論
や
意
見
な
ど
全
て
公
開
さ
れ
て
い
る
の

で
、
専
門
家
で
な
い
我
々
は
、よ
く
聞
い
て
感

想
を
述
べ
る
程
度
で
良
い
の
で
は
な
い
か
。
�

・
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
の
再
開
に
は

安
全
・
安
心
の
面
か
ら
も
疑
問
が
残
る
が
、

環
境
や
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
、
地
元

の
雇
用
問
題
な
ど
も
考
え
れ
ば
、
日
本
の

技
術
を
あ
る
程
度
信
頼
し
、
条
件
が
整
っ

た
ら
再
稼
動
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。
�

・
今
の
疲
弊
し
た
地
域
の
現
状
を
見
る
と
、

き
ち
ん
と
た
耐
震
工
事
を
し
て
、
国
・
県
・

市
・
村
が
安
全
性
の
確
認
を
し
た
上
で
、
早

く
発
電
所
を
再
開
し
て
ほ
し
い
。
�

・
報
道
機
関
は
発
電
所
の
再
稼
動
に
つ
い
て
、

納
得
し
て
い
な
い
人
、
期
待
し
て
い
る
人
、

両
方
の
意
見
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
取
り
上
げ

て
ほ
し
い
。
�

・
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
で
、
4
0
0
0
ガ

ル
も
の
値
が
観
測
さ
れ
た
所
が
あ
っ
た
。
原

子
力
発
電
に
対
す
る
安
心
の
基
準
が
振
り

出
し
に
戻
っ
た
感
じ
が
す
る
。
�

・
安
全
を
確
保
し
た
上
で
の
運
転
再
開
を
望

む
。
今
、
東
京
電
力
に
は
復
旧
に
全
力
投

球
す
る
中
で
、
不
安
要
素
を
早
く
見
つ
け
て

ほ
し
い
。そ
し
て
、そ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
が
、

地
域
の
会
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
�

・
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
の
安
全
に
つ
い

て
議
論
を
す
る
な
ら
、
地
盤
が
本
当
は
ど

う
な
の
か
を
共
通
の
ベ
ー
ス
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
る
。
�

・
風
評
被
害
で
観
光
客
が
激
減
し
た
と
い
う

が
、
原
子
力
発
電
所
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な

く
、
地
震
に
よ
り
地
元
の
大
勢
の
人
が
困
っ

て
い
る
場
所
だ
か
ら
、
遊
び
に
来
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
の
か
。
�

��Q
　
原
子
力
発
電
所
は
活
断
層
の
上
に
建

て
て
は
な
ら
な
い
と
聞
い
て
い
る
が
、
現
実
に
は

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
の
直
下
に
活
断

層
が
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
�

保
安
院
　
原
子
力
発
電
所
は
建
屋
の
基
礎
マ

ッ
ト
直
下
に
、
活
動
性
の
あ
る
断
層
が
な
い
こ
と

を
確
認
し
た
上
で
設
置
許
可
を
行
っ
て
い
る
。�

Q
　
原
子
炉
圧
力
容
器
（
各
号
機
ご
と
）の

脆
性
遷
移
温
度
の
変
化
に
つ
い
て
教
え
て
ほ

し
い
。
�

保
安
院
　
脆
性
遷
移
と
は
、
原
子
炉
圧
力

容
器
の
中
性
子
を
浴
び
て
、
脆
く
な
る
温
度

が
だ
ん
だ
ん
高
く
な
る
現
象
の
こ
と
。
デ
ー
タ

を
整
理
し
て
報
告
す
る
。
脆
性
遷
移
温
度
変

化
は
原
子
炉
の
安
全
上
非
常
に
重
要
な
問

題
で
あ
り
厳
格
に
見
て
行
く
。
�

Q
　
調
査
で
、
発
電
所
前
面
海
域
で
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

温
排
水
の
方
が
海
水
よ
り
温
度
が
高
い
た
め
、

排
水
口
近
く
よ
り
も
沖
合
い
に
拡
散
し
、
高

い
濃
度
が
出
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。ま
た
、こ

れ
は
核
実
験
に
よ
る
も
の
と
い
う
が
、
柏
崎
の

デ
ー
タ
と
比
較
す
る
た
め
、
全
国
各
地
の
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
度
の
デ
ー
タ
が
あ
れ
ば
教
え

て
ほ
し
い
。
�

保
安
院
　
日
本
国
内
で
検
出
さ
れ
る
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
は
、昔
の
大
気
圏
内
で
の
核
実
験
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
全
国
的
な
環
境
放
射
能
調
査

に
つ
い
て
は
、文
部
科
学
省
の
担
当
で
あ
る
。�

開 催 日 �

場　　所�

出 席 者�

オブザーバー�

�

�

�
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内　　容�

第61回定例会の概要�
平成20年7月2日（水）�

柏崎原子力広報センター（研修室）�

20名（欠席4名）�

新潟県、柏崎市、刈羽村�

原子力安全・保安院�

保安検査官事務所�

地域担当官事務所�

東京電力（株）�

●前回定例会以降の動き�

●委員所感についての意見交換�

●その他�

【
質
疑
応
答
】
�

【
各
委
員
の
所
感
、
意
見
】
�

◆
地
域
の
会
に
関
し
て
�

◆
国
、
行
政
、
事
業
者
へ
の
�

　
意
見
要
望
に
関
し
て
�

◆
地
震
関
係
に
関
し
て
�



中
越
沖
地
震
後
に
お
け
る
原
子
力
安
全
・

保
安
院
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
及
び
東

京
電
力
の
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所

の
耐
震
補
強
工
事
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
質
疑
応
答
。
�

Q
　
保
安
院
は
、
追
加
の
海
上
音
波
探
査

を
二
次
元
で
行
う
と
い
う
が
、
三
次
元
探

査
は
出
来
な
い
の
か
。
�

保
安
院
　
今
年
二
月
の
調
査
は
、
当
初
、
三

次
元
探
査
を
行
う
予
定
で
あ
っ
た
が
、
波
が
荒

く
出
来
な
か
っ
た
。そ
の
代
わ
り
、
二
次
元
探

査
を
密
に
し
て
海
底
の
地
質
断
面
を
調
べ
た

結
果
、
三
次
元
探
査
に
よ
ら
な
く
て
も
、
地
質

構
造
が
十
分
把
握
出
来
た
。
今
回
の
調
査
も
、

専
門
家
の
意
見
で
二
次
元
探
査
で
十
分
で
あ

る
と
判
断
し
て
測
線
を
決
定
し
た
。
�

Q
　
全
国
の
原
子
力
発
電
所
の
解
放
基
盤

表
面
に
つ
い
て
、
な
ぜ
深
さ
が
各
々
異
な
っ

て
い
る
の
か
教
え
て
ほ
し
い
。
�

保
安
院
　
毎
秒
7
0
0
ｍ
以
上
の
硬
さ
を

有
す
る
岩
盤
を
解
放
基
盤
表
面
と
い
う
。

岩
盤
の
堅
さ
は
原
子
力
発
電
所
ご
と
に
異

な
っ
て
い
る
の
で
、
解
放
基
盤
表
面
の
深
さ

も
異
な
る
。
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
の

場
合
は
、
1
5
0
ｍ
〜
3
0
0
ｍ
で
あ
る
。

全
国
デ
ー
タ
は
整
理
し
て
提
示
す
る
。
�

Q
　
中
越
沖
地
震
の
震
央
が
、
発
電
所
か

ら
２３�
ｋｍ
、
深
さ
１７�
ｋｍ
と
い
う
の
は
誤
り
で
は

な
い
の
か
。
�

保
安
院
　
気
象
庁
が
震
源
を
特
定
し
な
お

し
た
の
で
、
確
認
し
て
報
告
す
る
。
�

Q
　
建
物
は
有
限
要
素
法
　（注）

の
解
析
で
、
観

測
デ
ー
タ
に
近
い
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
て
い
る

と
の
こ
と
だ
が
、
機
器
に
つ
い
て
も
解
析
と

加
震
試
験
も
含
め
た
実
測
デ
ー
タ
を
比
較

す
れ
ば
分
り
や
す
い
の
で
は
な
い
か
。
�

（注）
有
限
要
素
法:

現
象
を
近
似
的
に
解
く

た
め
の
数
値
解
析
の
一
手
法
。
�

東
京
電
力
　
配
管
に
つ
い
て
は
、
何
種
類
か

有
限
要
素
法
に
よ
る
解
析
を
行
っ
て
い
る
。

加
震
試
験
の
デ
ー
タ
が
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら

分
析
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
結
果
が
出

た
ら
示
せ
る
と
思
う
。
�

Q
　
現
地
の
様
子
と
東
京
電
力
見
解
の
矛

盾
事
項
を
、
ど
こ
に
指
摘
し
た
ら
よ
い
か
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
に
処
理
す
る
の
か
。
�

保
安
院
　
指
摘
が
保
安
院
の
事
務
所
に
寄

せ
ら
れ
れ
ば
本
院
に
伝
え
る
。
必
要
に
応
じ

て
専
門
家
の
意
見
で
、
調
査
の
必
要
が
あ
る

か
検
討
し
た
い
。
�

新
潟
県
　
国
の
対
応
で
疑
問
点
が
あ
れ
ば
、

県
の
技
術
委
員
会
の
小
委
員
会
な
ど
で
議

論
し
て
も
ら
う
。
窓
口
は
、
原
子
力
安
全
対

策
課
で
あ
る
。
�

　
�

�・
私
は
、
地
質
の
問
題
に
関
し
て
は
専
門
家

で
は
な
い
し
、
過
去
の
議
論
も
知
ら
な
い
が
、

地
質
問
題
の
調
査
・
検
討
状
況
に
つ
い
て
は
、

国
の
原
子
力
安
全
・
保
安
院
の
説
明
は
理

屈
に
合
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。
ま
た
、
機
器
の

健
全
性
の
評
価
に
つ
い
て
も
、
当
初
、
目
視

点
検
が
中
心
で
不
安
が
あ
っ
た
が
、
脆
性

破
壊
に
つ
い
て
監
視
試
験
片
を
適
宜
取
り

出
し
て
確
認
す
る
な
ど
、
実
際
に
調
べ
て
い

る
と
聞
き
、
合
理
的
で
あ
る
と
感
じ
た
。
�

・
東
京
電
力
の
調
査
や
報
告
書
、
説
明
か
ら
、

現
地
の
事
実
が
読
み
取
れ
な
い
。
国
や
県

は
現
地
の
事
実
を
正
確
に
把
握
し
判
断

を
す
る
責
任
が
あ
る
。
今
後
、
調
査
事
実

を
具
体
的
に
指
摘
し
た
い
。
�

・
東
京
電
力
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る

資
料
に
つ
い
て
、
数
値
が
判
別
し
に
く
い
も

の
が
あ
る
。
き
ち
ん
と
数
値
が
読
み
取
れ
る

よ
う
な
工
夫
を
お
願
い
し
た
い
。
�

3

地
震
後
の
保
安
院
の
取
り
組
み
、東
京
電
力
の
耐
震
補
強
工
事
に
つ
い
て
�

開 催 日 �

場　　所�

出 席 者�

オブザーバー�

�

�

�

�

内　　容�

第62回定例会の概要�
平成20年8月6日（水）�

柏崎原子力広報センター（研修室）�

17名（欠席7名）�

新潟県、柏崎市、刈羽村�

原子力安全・保安院�

保安検査官事務所�

地域担当官事務所�

東京電力（株）�

●前回定例会以降の動き�

●国のワーキンググループの内容説明�

　（保安院）�

●耐震補強工事の説明（東京電力）�

●委員意見交換�

●その他�

【
質
疑
応
答
】
�

【
各
委
員
か
ら
の
意
見
・
要
望
】
�

62

新
潟
県
原
子
力
発
電
所
の
安
全
管
理
に
関

す
る
技
術
委
員
会
　
傍
聴
�

日
　
　
時
　
平
成
20
年
8
月
4
日
（月）
於
：
新
潟
市
�

議
　
　
題
　
（1）
原
子
炉
再
循
環
系
配
管
及
び
炉
心
シ

ュ
ラ
ウ
ド
の
ひ
び
の
調
査
結
果
と
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
�

　
　
　
　
　
（2）
６
号
機
制
御
棒
結
合
不
良
の
原
因
の

調
査
結
果
に
つ
い
て
�

　
　
　
　
　
（3）
７
号
機
低
圧
タ
ー
ビ
ン
動
翼
の
損
傷

に
つ
い
て
（
報
告
）
�

・
報
告
（
中
越
沖
地
震
関
連
）
�

　
　
○
点
検
・
評
価
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
�

　
　
○
小
委
員
会
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
�

傍
聴
委
員
　
１
名
�

新
潟
県
技
術
委
員
会
（
小
委
員
会
）
傍
聴
�

◆
設
備
健
全
性
、
耐
震
安
全
性
に
関
す
る
小
委
員
会
（
第
4
回
）
�

日
　
　
時
　
平
成
20
年
6
月
19
日
（木）
於
：
新
潟
市
�

議
　
　
題
　
（1）
各
号
機
の
点
検
・
解
析
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
�

　
　
　
　
　
（2）
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
７
号
機
の

中
間
と
り
ま
と
め
（
建
物
・
構
築
物
編
）

等
に
つ
い
て
�

　
　
　
　
　
（3）
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
７
号
機
の

今
後
の
設
備
健
全
性
確
認
等
に
つ
い
て
�

傍
聴
委
員
　
１
名
�

◆
設
備
健
全
性
、
耐
震
安
全
性
に
関
す
る
小
委
員
会
（
第
5
回
）
�

日
　
　
時
　
平
成
20
年
7
月
24
日
（木）
於
：
新
潟
市
�

議
　
　
題
　
（1）
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
の
健
全
性

評
価
に
つ
い
て
�

　
　
　
　
　
（2）
硬
さ
測
定
結
果
に
つ
い
て
�

傍
聴
委
員
　
１
名
�

◆
地
震
、
地
質
・
地
盤
に
関
す
る
小
委
員
会
（
第
6
回
）
�

日
　
　
時
　
平
成
20
年
6
月
11
日
（水）
於
：
新
潟
市
�

議
　
　
題
　
新
潟
県
中
越
沖
地
震
の
観
測
記
録
と
基

準
地
震
動
に
つ
い
て
�

傍
聴
委
員
　
３
名
�

◆
地
震
、
地
質
・
地
盤
に
関
す
る
小
委
員
会
（
第
7
回
）
�

日
　
　
時
　
平
成
20
年
6
月
23
日
（月）
於
：
新
潟
市
�

議
　
　
題
　
（1）
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
周
辺
の
地

質
調
査
結
果
に
つ
い
て
�

　
　
　
　
　
（2）
新
潟
県
中
越
沖
地
震
の
観
測
記
録
と

基
準
地
震
動
に
つ
い
て
�

傍
聴
委
員
　
２
名
�

◆
地
震
、
地
質
・
地
盤
に
関
す
る
小
委
員
会
（
第
8
回
）
�

日
　
　
時
　
平
成
20
年
7
月
14
日
（月）
於
：
新
潟
市
�

議
　
　
題
　
新
潟
県
中
越
沖
地
震
の
観
測
記
録
と
基

準
地
震
動
に
つ
い
て
�

傍
聴
委
員
　
２
名
�

◆
地
震
、
地
質
・
地
盤
に
関
す
る
小
委
員
会
（
第
9
回
）
�

日
　
　
時
　
平
成
20
年
7
月
29
日
（火）
於
：
新
潟
市
�

議
　
　
題
　
（1）
新
潟
県
中
越
沖
地
震
の
観
測
記
録
と

基
準
地
震
動
に
つ
い
て
�

　
　
　
　
　
（2）
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
周
辺
の
地

質
調
査
結
果
に
つ
い
て
�

傍
聴
委
員
　
１
名
�

ト
ピ
ッ
ク
ス
�

ト
ピ
ッ
ク
ス
�
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原
子
力
発
電
所
が
地
震
被
害
で
停
止
し

て
か
ら
1
年
2
か
月
を
む
か
え
ま
す
。
最
近

の
国
は
、
想
定
を
大
き
く
超
え
る
地
震
動
に

み
ま
わ
れ
た
こ
と
は
、
当
初
の
安
全
審
査
が

不
十
分
だ
っ
た
と
の
認
識
の
よ
う
で
す
。
原

子
力
安
全
委
員
会
委
員
長
も
柏
崎
市
長
に

そ
う
伝
え
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
�

　
そ
の
安
全
審
査
の
不
十
分
だ
っ
た
こ
と
が
、

大
き
な
代
償
と
し
て
国
、
東
京
電
力
に
の
し

か
か
っ
て
い
ま
す
。
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
出
し
た

国
に
対
し
て
は
、
原
子
力
に
対
す
る
国
民
の

不
信
感
を
生
み
ま
し
た
。
ま
た
、
東
京
電
力

に
対
し
て
は
安
全
審
査
の
申
請
段
階
か
ら

の
問
題
点
や
設
備
機
器
の
点
検
、
耐
震

安
全
性
に
つ
い
て
の
市
民
の
不
信
感
を

醸
成
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
長
期
間
の
運
転

停
止
で
、
大
幅
な
赤
字
経
営
と
な
る
な
ど

事
態
は
深
刻
で
す
。
�

　
地
震
で
も
発
電
所
は
安
全
に
停
止
し
た

か
ら
、
早
期
運
転
再
開
は
問
題
な
い
と
い
う

声
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
今
後
も
Ｍ
6.8
以
上

の
地
震
に
み
ま
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
か
と

言
え
ば
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
�

　
国
、
県
の
委
員
会
は
、
徹
底
し
た
議
論
を

行
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
安
全
安
心
を
確
保
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
�

（
運
営
委
員
　
佐
藤
）
�

　今、柏崎刈羽原発では発電をして
いません。中越、

中越沖と立て続けに地震に見舞わ
れました。原子

炉本体には、影響は無かったようで
すが、周辺機

器に対する損傷が見られました。原
子炉本体の地盤はそれなりにしっ

かりしていたのでしょう。�

　作るときからしっかりと情報開示を
して十分に説明をしていれば、「賛

成はしないけども反対もしない」悪
く言えば容認してくれる人も大勢

いたことでしょう。今になって詳しく
説明をされても、聞く耳を持たな

くなるのは当たり前です。今までの説
明は不十分だったのです。�

　日本は世界で唯一の被爆国で、
放射能による悲惨な出来事を忘

れてはいません。だからこそ、十分な
説明を受ければ、原子力の平和

利用に対し協力はしたでしょう。日
本や世界には原子力発電所が実

際に有って、そこでは電力を生み出
しているわけです。地球温暖化を

防ぐ手段として原子力発電は有意
義なものでしょう。でも、それも安

全に利用することができてからだと
思います。危険なものだからこそ、

しっかりと説明し、納得できてから進
めてほしいと思います。�

　また、東京電力管内でどれだけの
人が、原子力発電所が止まって

いることによる不便さを感じている
でしょうか。全く不自由なく電気

を使い続けていることには、あきれ
てしまいます。電気が有るのが当

たり前、という考え方を改めてもら
わないと、素直に運転再開には協

力はできません。�

必要悪�
柏崎市�武田 哲夫さん�

編
集
後
記
�

「視点」では皆様のご意見をお待ちしています。�

宛先は下欄住所まで、またメールでも受付けております。�

　ホームページでは活動状況をタイムリーにお知らせすると共に、会議録、会議資料の全文を公開しており、

資料をダウンロードすることもできます。�

　また、ホームページおよび地域の会に対するご意見・お問合わせについて、ホームページ上からも受け付けています。�

地域の会ではホームページで活動の全てを公開しています。�
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発行�

みんなの広場�みんなの広場�みんなの広場�
地域の会に寄せられた�声�

（6月5日～8月6日）�（6月5日～8月6日）�

　昭和４１年頃から青山砂丘地に原発をとの噂が
あり、その時、「田中角栄さんは気宇な人よ」と
思った事です。�
　その時代、東海原発が稼働しておりましたので、
原発の事は認知しておりました。何故日本に原発が必要なのかは誰が考えても分る事です。資源の無い国には、原発がエネルギーの中心なのです。今、地球温暖化が大きな問題になっており、二酸化炭素を排出しない原発の役割は非常に大きいと思う。また、今日本のGDPは世界１８位と下がり、かつての２位まで挽回するためにも、原発を後退させる事は出来ません。�　但し、原発は危険な面を持っております。東電さんは一流企業ですので、危険回避する研究は日夜行っていると思いますが、更に研究を重ね、世界一安全な原発を目指して堂々と運営に邁進して下さい。そして、地元の方に早く安全をアピール出来るようにお願いします。�
　住民が心配している事は、放射線は目に見えない物故の恐怖と、過去の原爆、また、チェルノブイリの事故が脳裏にこびりついているからです。安心・安全を真摯な態度で丁寧に住民に接触してアピールに努めてください。�　原発からの恩恵は柏崎市の財政の一翼になっています。負は、不安心理です。是非、一日も早く不安をなくし、日本のエネルギーの確保に力を発揮されん事を！！�

柏崎市�牧口 辰雄さん�

東電がんばれ！！�
原発は日本の�
エネルギーの基だから�

再生紙を�
使用しています�

6
月
5
日
���������

10
日
��

11
日
��

12
日
��

14
・
15
日
����

17
日
�����

19
日
����

19
〜
21
日
��

20
日
����

23
日
��

24
日
���

25
日
��

26
日
��

27
日
���������������

28
日
���

7
月
1
日
��

3
日
����

4
日
���

7
日
����

10
日
����������

11
日
��

14
日
����

�
�
�
����

15
日
���

16
日
����

17
日
��

18
日
������

23
日
�����

24
日
��������

29
日
�����

30
日
�����

31
日
��

8
月
4
日
����

6
日
�

県
、柏
崎
市
、刈
羽
村
　
安
全
協
定
に
基
づ
く
年
間

状
況
確
認
�

保
安
院
　
中
越
沖
地
震
に
お
け
る
原
子
力
施
設
に

関
す
る
調
査
・
対
策
委
員
会（
設
備
健
全
性
評
価
サ

ブ
W
G
）開
催
�

タ
ー
ビ
ン
建
屋（
管
理
区
域
）に
お
け
る
油
漏
れ
に
つ

い
て
公
表【
区
分
�
】　
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
点
検
・
復
旧
作
業
の
状

況
お
よ
び
不
適
合
に
つ
い
て
公
表（
週
報:

6
月
5
日
）�

県
、柏
崎
市
、刈
羽
村
　
安
全
協
定
に
基
づ
く
月
例

状
況
確
認
�

新
潟
県
　
技
術
委
員
会（
地
震
、地
質
・
地
盤
に
関

す
る
小
委
員
会
）開
催
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
点
検
・
復
旧
作
業
の
状

況
お
よ
び
不
適
合
に
つ
い
て
公
表（
週
報:

6
月
１２
日
）�

保
安
院
　
平
成
２０
年
6
月
１４
日
岩
手
・
宮
城
内
陸

地
震
発
生
後
、女
川
、福
島
第
一
、第
二
原
子
力
発

電
所
の
状
況
を
プ
レ
ス
発
表
。ま
た
、
保
安
院
加
藤

審
議
官
他
３
名
を
現
地
に
派
遣
　
�

保
安
院
　
中
越
沖
地
震
に
お
け
る
原
子
力
施
設
に

関
す
る
調
査
・
対
策
委
員
会（
地
震
・
津
波
、地
質
・

地
盤
合
同
W
G
）開
催
�

原
子
力
発
電
所
へ
の「
防
災
安
全
部
」の
設
置
に
つ
い

て
公
表
�

新
潟
県
　
技
術
委
員
会
（
設
備
健
全
性
、
耐
震
安

全
性
に
関
す
る
小
委
員
会
）開
催
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
点
検
・
復
旧
作
業
の
状

況
お
よ
び
不
適
合
に
つ
い
て
公
表（
週
報:

6
月
１９
日
）�

保
安
院
　
耐
震
安
全
性
に
関
す
る
I
A
E
A
国
際

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
柏
崎
市
で
開
催
�

保
安
院
　
２
号
機
及
び
４
号
機
の
設
備
点
検
に
係

る
妥
当
性
確
認
の
た
め
の
検
査
を
開
始
�

県
、柏
崎
市
、刈
羽
村
　
安
全
協
定
に
基
づ
く
状
況

確
認
�

新
潟
県
　
技
術
委
員
会（
地
震
、地
質
・
地
盤
に
関

す
る
小
委
員
会
）開
催
�

保
安
院
　
中
越
沖
地
震
に
お
け
る
原
子
力
施
設
に

関
す
る
調
査
・
対
策
委
員
会
（
原
子
力
防
災
小
委

員
会
火
災
防
護
W
G
）開
催
�

原
子
炉
建
屋（
管
理
区
域
）に
お
け
る
病
人
の
発
生

に
つ
い
て
公
表【
区
分
�
】�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
点
検
・
復
旧
作
業
の
状

況
お
よ
び
不
適
合
に
つ
い
て
公
表（
週
報:

6
月
２６
日
）�

保
安
院
　
中
越
沖
地
震
に
お
け
る
原
子
力
施
設
に

関
す
る
調
査
・
対
策
委
員
会（
地
震
・
津
波
、地
質
・

地
盤
合
同
W
G
）開
催
�

保
安
院
　
中
越
沖
地
震
に
お
け
る
原
子
力
施
設
に

関
す
る
調
査
・
対
策
委
員
会（
構
造
W
G
）開
催
�

保
安
院
　
東
京
電
力（
株
）か
ら
６
号
機
制
御
棒
駆

動
機
構
と
制
御
棒
の
結
合
不
良
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
る
�

新
潟
県
　
東
京
電
力（
株
）か
ら
６
号
機
制
御
棒
駆

動
機
構
と
制
御
棒
の
結
合
不
良
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
、プ
レ
ス
発
表
�

６
号
機
に
お
け
る
制
御
棒
駆
動
機
構
と
制
御
棒
の

結
合
不
良
に
つ
い
て
公
表【
区
分
�
】�

協
力
企
業
作
業
員
の
計
画
線
量
を
超
え
る
事
象
の

発
生
に
つ
い
て
公
表【
区
分
�
】�

保
安
院
　
刈
羽
村
に
お
い
て
、中
越
沖
地
震
に
お
け

る
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
に
関
す
る
調
査
・
検

討
状
況
の
住
民
説
明
会
を
開
催
�

１
号
機
タ
ー
ビ
ン
建
屋
に
お
け
る
火
災
に
つ
い
て
公

表【
区
分
�
】�

タ
ー
ビ
ン
内
部
の
点
検
状
況
に
つ
い
て
公
表【
続
報
】�

今
夏
の
需
給
見
通
し
に
つ
い
て
公
表
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
点
検
・
復
旧
作
業
の
状

況
お
よ
び
不
適
合
に
つ
い
て
公
表（
週
報:

7
月
3
日
）�

保
安
院
　
放
射
線
管
理
区
域
内
で
就
労
す
る
従
業

者
の
管
理
の
徹
底
に
つ
い
て（
追
加
指
示
）に
関
す
る

事
業
者
か
ら
の
報
告
受
理
�

発
電
所
敷
地
内
の
屋
外
展
望
台（
非
管
理
区
域
）に

お
け
る
病
人
の
発
生
に
つ
い
て
公
表【
区
分
�
】�

１
号
機
タ
ー
ビ
ン
建
屋
に
お
け
る
火
災
に
関
す
る
原

因
と
対
策
に
つ
い
て
公
表【
続
報
】�

県
、柏
崎
市
、刈
羽
村
　
安
全
協
定
に
基
づ
く
月
例

状
況
確
認
�

保
安
院
　
中
越
沖
地
震
に
お
け
る
原
子
力
施
設
に

関
す
る
調
査
・
対
策
委
員
会（
地
震
・
津
波
、地
質
・

地
盤
合
同
W
G
）開
催
�

タ
ー
ビ
ン
内
部
の
点
検
状
況
に
つ
い
て
公
表【
続
報
】�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
点
検
・
復
旧
作
業
の
状

況
お
よ
び
不
適
合
に
つ
い
て
公
表（
週
報:

7
月
１０
日
）�

６
号
機
に
お
け
る
制
御
棒
駆
動
機
構
と
制
御
棒
の

結
合
不
良
に
関
す
る
調
査
状
況
に
つ
い
て
公
表
�

県
、柏
崎
市
、刈
羽
村
　
安
全
協
定
に
基
づ
く
状
況

確
認
�

新
潟
県
　
技
術
委
員
会（
地
震
、地
質
、地
盤
に
関

す
る
小
委
員
会
）開
催
�

保
安
院
　
中
越
沖
地
震
に
お
け
る
原
子
力
施
設
に

関
す
る
調
査
・
対
策
委
員
会（
設
備
健
全
性
評
価
サ

ブ
W
G
）開
催
�

保
安
院
　
中
越
沖
地
震
に
お
け
る
原
子
力
施
設
に

関
す
る
調
査
・
対
策
委
員
会（
構
造
W
G
）開
催
�

タ
ー
ビ
ン
建
屋
内
に
お
け
る
水
漏
れ（
結
露
水
）に
つ

い
て
公
表【
区
分
�
��

７
号
機
に
関
す
る
新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
設
備

健
全
性
に
係
る
点
検
・
評
価
計
画
書
（
改
訂
４
）の

提
出
に
つ
い
て
公
表
�

保
安
院
　
大
規
模
地
震
等
が
発
生
し
た
際
に
、
原

子
力
施
設
の
運
転
状
況
等
の
情
報
に
つ
い
て
、
携
帯

電
話
へ
メ
ー
ル
に
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス「
モ
バ
イ
ル

保
安
院
」の
運
用
を
開
始
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
点
検
・
復
旧
作
業
の
状

況
お
よ
び
不
適
合
に
つ
い
て
公
表（
週
報:

7
月
17
日
）�

保
安
院
　
１
号
機
、３
号
機
に
関
す
る
新
潟
県
中

越
沖
地
震
後
の
設
備
健
全
性
に
係
る
点
検
・
評
価

計
画
書（
建
物
・
構
築
物
編
）を
受
理
�

１
号
機
、３
号
機
に
関
す
る
新
潟
県
中
越
沖
地
震

後
の
設
備
健
全
性
に
係
る
点
検
・
評
価
計
画
書（
建

物
・
構
築
物
編
）の
提
出
に
つ
い
て
公
表
�

保
安
院
　
中
越
沖
地
震
に
お
け
る
原
子
力
施
設
に

関
す
る
調
査
・
対
策
委
員
会（
地
震
・
津
波
、地
質
・

地
盤
合
同
W
G
）開
催
�

５
・
６
・
７
号
機
共
用
ラ
ン
ド
リ
ー
建
屋
に
お
け
る
け

が
人
の
発
生
に
つ
い
て
公
表【
区
分
�
】�

保
安
院
　
中
越
沖
地
震
に
お
け
る
原
子
力
施
設
に

関
す
る
調
査
・
対
策
委
員
会（
構
造
W
G
）開
催
�

新
潟
県
　
技
術
委
員
会
（
設
備
健
全
性
、
耐
震
安

全
性
に
関
す
る
小
委
員
会
）開
催
�

４
号
機
原
子
炉
建
屋
付
近
屋
外（
非
管
理
区
域
）に

お
け
る
病
人
の
発
生
に
つ
い
て
公
表【
区
分
�
】�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
点
検
・
復
旧
作
業
の
状

況
お
よ
び
不
適
合
に
つ
い
て
公
表（
週
報:

7
月
２４
日
）�

新
潟
県
　
技
術
委
員
会（
地
震
、地
質
、地
盤
に
関

す
る
小
委
員
会
）開
催
�

「
新
潟
県
中
越
沖
地
震
に
お
け
る
発
電
所
の
状
況
に

つ
い
て
地
域
の
皆
さ
ま
へ
の
説
明
会
」の
開
催
に
つ
い

て
公
表
�

保
安
院
　
柏
崎
市
に
お
い
て
、中
越
沖
地
震
に
お
け

る
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
に
関
す
る
調
査
・
検

討
状
況
の
住
民
説
明
会
を
開
催
�

循
環
水
ポ
ン
プ
建
屋
付
近
（
屋
外
）に
お
け
る
け
が

人
の
発
生
に
つ
い
て
公
表【
区
分
�
】�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
点
検
・
復
旧
作
業
の
状

況
お
よ
び
不
適
合
に
つ
い
て
公
表（
週
報:

7
月
３１
日
）�

保
安
院
　
中
越
沖
地
震
に
お
け
る
原
子
力
施
設
に

関
す
る
調
査
・
対
策
委
員
会（
地
震
・
津
波
、地
質
・

地
盤
合
同
W
G
）開
催
�

新
潟
県
　
技
術
委
員
会
開
催
�

保
安
院
　
中
越
沖
地
震
に
お
け
る
原
子
力
施
設
に

関
す
る
調
査
・
対
策
委
員
会（
設
備
健
全
性
評
価
サ

ブ
W
G
）開
催
�

保
安
院
　
中
越
沖
地
震
に
お
け
る
原
子
力
施
設
に

関
す
る
調
査
・
対
策
委
員
会（
地
震
・
津
波
、地
質
・

地
盤
合
同
W
G
）開
催
�

色
は
東
京
電
力
の
動
き
�

※
号
機
の
み
の
記
載
は
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
分
�

色
は
行
政
の
動
き
�

※開催日時や場所は変更になる場合がありますので、�
　詳しくは事務局にお問い合わせ願います。�

会は公開公開で行われています。�
お気軽気軽にお越し下さい。�

会は公開で行われています。�
お気軽にお越し下さい。�

■今後の「地域の会」定例会の開催案内■�
第65回定例会�
日時：�平成20年11月5日（水）午後6：30～�
場所：�刈羽村生涯学習センター「ラピカ」�

第66回定例会�
日時：�平成20年12月3日（水）午後6：30～�
場所：�柏崎刈羽原子力防災センター�


